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　　　　　　　　地震は大丈夫だったでしょ
　　　　　　　うか？₈日の午後11時15分頃
　　　　　　　に青森県東方沖を震源とする
　　　　　　　マグニチュード7.5、八戸は
　　　　　　　震度₆強の地震でした。地震
によりけがをされた方が県内では36名と発表
されています。市内でも建物被害や水道管破
裂など水周りの被害の情報を多数お聞きして
います。弊社でも所有管理する物件で被害を
受け、昨日は一次対応や復旧作業、後片付け
で過ごすこことなりました。本日ご出席され
ている方でも大変な一日を過ごされた方が多
いかと思います。わたしが経験した三陸はる
か沖地震や東日本大震災よりも被害が大きい
ように感じています。徐々に被害の全貌が明
らかになってくると思いますが、被害に遭わ
れた皆さんに心よりお見舞い申し上げます。
　本日は松林さんの会員卓話と梅本さんの新
会員卓話です。このようなタイミングでご準
備いただき、心より感謝申し上げます。たい
へん楽しみにしていますので、何卒よろしく
お願いいたします。また機材の面でも八戸グ

ランドホテルさんには今日のために何とか間
に合わせていただきました。スタッフの皆さ
んに心より御礼申し上げます。
　プログラムの前に防災士でもある築舘さん
より今回の地震についてアドバイスをいただ
きたいと考えています。まだまだ心配なとこ
ろもありますので、ご助言いただければと思
いますので、よろしくお願いします。急なお
願いでしたがご対応いただきありがとうござ
います。
　栗谷川敏彦さんから水のサンプルをお預か
りしています。飲料水ですが、給水所で渡さ
れてもけっこうな重さです。ストラップがつ
いていてリュックになります。こういうもの
もあることをご周知ください。
　すでにご案内していますが、₂月₇日㈯に
南グループのインターシティ･ミーティング
（ＩＭ）があります。こちらは小林幹夫ガバ
ナー補佐が主体となって、われわれ八戸ロー
タリークラブがホストクラブとして主催する、
ロータリーについて学ぼうという機会になり
ます。こちらは小林ガバナー補佐、道尻実行
委員長の元で準備を進めていただいておりま
すので、ぜひご予定を空けていただき、多く

No．₃₃₇₈

2025．12．17発行
２８３０地区

12 月 は　 疾 病 予 防 と 治 療 月 間 で す
第₃₃₇₈回例会　　₂₀₂₅.１₂.１₀

会 長 要 件　 石橋　信雄 会長

Rotary

会　　長　石橋　信雄
副 会 長　　　　　正部家光彦クラブ奉仕
会長エレクト　正部家光彦
職業奉仕　道尻　誠助
社会奉仕　深澤　　隆
国際奉仕　紺野　　広

例会日　毎週水曜日　12：30　　例会場　八戸グランドホテル
事務所　八 戸 市 番 町 14　　八戸グランドホテル内
　　　　　　電話 � ₀₆₀₈　 FAX � ₀₆₆₁
　　　　　　e-mail rc8@vc.hi-net.ne.jp
　　　　　　http://hachinohe-rotary.org/
 会報・公共イメージ向上委員長　渡辺　　孝　 同副委員長　峯　　正一
　　 同　委　員　　 宮下　　悟　 同　委　員　松林　拓司

よいことのために手を取りあおう

国際ロータリー会長　フランチェスコ・アレッツォ 八戸ロータリークラブ会長　石　橋　信　雄

感謝し、祝い、新たな一歩となる道標へ
−◦◦

−
−◦◦

−

青少年奉仕　小井田和哉
幹　　事　中村　稔彦
会　　計　山村　和芳
会場監督　築舘　智大
直前会長　橋本八右衛門
副 幹 事　増田　　敏
会計補佐　松本　剛典

国際ロータリー会長メッセージ 八戸ロータリークラブ　スローガン―₂₀₂₅〜₂₆―



― ₂ ―

のご参加、お手伝いをよろしくお願いします。
何卒よろしくお願いします。
　姉妹クラブの基隆扶輪社のアンディ会長よ
りお見舞いのメッセージをいただきました。
基隆扶輪社の皆さんは友好クラブの那珂ロー
タリークラブの移動中であったそうです。現
地で八戸の情報をお聞きしたそうで、地震を
体感されたようです。『八戸の皆さん大丈夫
ですか。そして八戸皆さんが無事であること
をお祈り申し上げます。』というメッセージ
を頂戴しています。
　初めての後発地震注意情報が発表されまし
た。余震も続いています。どうぞ皆さんご安
全にお過ごしください。

　　　　　　　〇地震に伴う被害状況報告に
　　　　　　　　ついて
　　　　　　　　皆さまに事務局よりメール
　　　　　　　配信があったと思いますが、
　　　　　　　地区からのお願いで今回の地
震発生に伴う被害状況報告をお願いしたいと
いうことでメールが来ています。まだバタバ
タされて被害状況を全部把握されているかど
うかわかりませんが、今わかっている分で
けっこうですのでご報告をお願いいたします。
なければ“なし”で結構ですので、事務局に
メール返信をお願いします。
〇かるた大会について
　日　　時　2026年₂月１日㈰
　　集合時間 ₈：40　　受　　付 ₉：00～
　　開 会 式 ₉：30　　大会開始 ₉：45～
　　閉 会 式 14：00～（予定）
　場　　所　南部会館
　参加者を募っているところですが、例年参
加者が少ないので、お子様や知り合いの方が
いらっしゃれば、小学生、中学生の方、初心
者の方でも参加できますので、お誘いの上参
加いただければと思います。
〇ＩＭ開催について
　日時：2026年₂月₇日㈯
　　　　登録開始 14:30～　開会 15:00～　

　　　　懇親会 17:30～
　場所：八戸グランドホテル
　こちらもできるだけ多くの皆さんの参加を
お願いします。
〇東ＲＣ65周年記念式典について
　日時：2026年₂月14日㈯　
　　　　登録開始 15:00　式典16:00～
　　　　祝 賀 会 17:30～
　70周年には東クラブから30名を超える方に
来ていただきましたので、ぜひわれわれも人
数を揃えて出席したいと思いますのでよろし
くお願いします。
〇事務局休暇について
　12/12㈮　終日不在となります。
○会員のお祝い
　◦会員誕生日　なし
　◦パートナー誕生日
　　佐々木泰宏・熊谷清一・永澤　信さん
　◦結婚記念日　深澤　隆さん

親睦・会場委員会　　　　小田山紀暢委員長
　　　　　　　○ニコニコボックスの報告
　　　　　　　◦結婚記念日　浜谷英幸さん
　　　　　　　石橋堅大さん
　　　　　　　　令和７年12月３日15：56に
　　　　　　　　長男が産まれました。頑張
　　　　　　　　ります！
小田山紀暢さん　石橋堅大さんご長男誕生お
　　　　　　　　めでとうございます�
　　　　　　　�松林さん会員卓話、梅本さ
石橋信雄
　　　　　　　�ん、新会員卓話、楽しみで
栗谷川敏彦さん
　　　　　　　�す。宜しくお願いします。
橋本八右衛門さん　街が大変になっています
　　　　　　　　　が応援のために飲みにで
　　　　　　　　　ましょう。ついでに日本
　　　　　　　　　酒もよろしくお願いしま
　　　　　　　　　す。

会報・公共イメージ向上委員会
渡辺　孝委員長

　ビデオを流しましたが、今回のビデオから

幹 事 報 告　 中村　稔彦 幹事

委　員　会　報　告
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　　　　　　　奥様方チラッチラッと入って
　　　　　　　いるものとはっきり入ってい
　　　　　　　るものが少し混じっていきま
　　　　　　　す。動画の整理がだいたい終
　　　　　　　わりました。これからご迷惑
でも連日のように動画を流させていただきま
すのでよろしくお願いします。

新　　酒　　　　　　　　橋本八右衛門さん
　　　　　　　　今回の地震について、酒造
　　　　　　　りのほうはなんら支障なく、
　　　　　　　五戸は基本的に揺れなかった
　　　　　　　のかなという話ですが、やは
　　　　　　　り町のほうが建物がどうのこ
うのと言っていますが、うちも貯蔵している
冷蔵庫の中でお酒がガチャガチャとけっこう
派手になっていました。
　それを少し理由にして、今年も年末のお酒
を売りますので、どうぞご利用いただければ
助かります。「新春しぼりたて」ということ
でめでたい酒ということで、特別純米の生原
酒、遠方に使う方には火入れしたお酒の用意
もしています。これが来週あたりから直売所
で販売になりますので、よろしくお願いしま
す。
　今回のラベルは地元でイラストレーターを
されている斉藤幸子さんです。何か月か前に
うちの直売所の２階を使って展覧会をやって
いただいた縁で今回ラベルも描いていただき
ました。直売所でもいろいろなグッズを展示
していますので、こちらもご覧いただければ
嬉しいです。年末の中心街、日本酒界隈、飲
食店界隈では皆様をお待ちしていますので、
よろしくお願いします。

今回の地震について　 防災士 築舘智大さん
　　　　　　　　八戸市と八戸ロータリーク
　　　　　　　ラブで防災関係の協定書を紺
　　　　　　　野会長時代に結んでいただき
　　　　　　　ましたが、わたしも県とも
　　　　　　　やったのですが、なかなか県
とはうまくいきませんでした。
　それでわたしがなぜ防災士を取ったかとい

うと、3.11のときにわたしは久慈にマクドナ
ルドの店が一店舗あり、それが津波でやられ
てしまったので、それが復旧できずにいまだ
に久慈にはマクドナルドがないです。それで
社員を連れて野田村までずいぶんヘドロ片付
けに行きました。それで防災は本当に必要だ
とつくづく思っています。
　それで、わたしは県もしくは市にお願いす
るときに、今スライドを見ていただくとわか
りますが、デーリー東北に₃年前の令和₄年
（2022年）₅月21日にこの記事が出ました。
これは別に脅すわけでもなんでもなく、専門
家が見て、この辺に地震が起きたらこうなる
だろうというのを準備のために検証したとい
うことになります。
　そこで皆さんは昨日、一昨日とテレビを観
ていたと思いますが、マグニチュード7.5が
来たら１％の確率でさらに大きい3.11級の地
震が来るというニュースを聞かれたと思いま
す。それがこのくらいの規模です。ですか
ら八戸市は19,000人、青森はもっと多くて
21,000人。これは津波です。陸奥湾に津波が
入ってきて、ほとんど青森市は海抜₀メート
ル地帯がほとんどですので被害がかなり大き
い。こういうこともありましたので、皆さん
この１週間で１％が来るか来ないかというこ
とです。
　防災士の話ですが、皆さんご存じのように
リュックに入れて非常食を準備しましょう、
水を用意しましょうなどいろいろあると思い
ます。今は避難所が自治体で用意していて、
わたしたち防災士も何かあったら避難所開設
に動き出します。そこには今は非常食も水も
毛布もけっこうあります。なので、あまりそ
んなに堅苦しく考える必要はないです。が、
一番大切なのは寒さ対策と薬は避難所にはな
い。これはもう自分だけのためだけ、身を守
るために必要なものです。ぜひ常備しておい
てある薬は₂か所に分散して置いておく。箪
笥が倒れて一か所から取り出せないことが
あった場合、もう一か所のところに最低でも
３日くらいの薬があると、自分を助けられま
す。



　わたしたち防災士は一番最初に何を教えら
れるかというと、まず自分を守る。まず自分
を守ることをしなさいと必ずいわれます。な
ぜなら防災士は人のためにいろんなことをし
て動き出さなければならない。防災士が被災
してしまったらしょうがいので、まず自分を
守るということをやります。ですから、確か
に水や食糧などは必要ですが、まず自分のた
めに薬が必要。
　それから必ずやってもらいたいのは、避難
所までの経路を必ず確認する。たぶん自治体、
町内会でマップが来ていると思います。津波
がきたときはここは浸水区域ですよ、山の近
くではがけ崩れが危険な場所などが必ず防災
マップに書いてありますから、それを見て、
自分はどのようにどこに避難するべきかを必
ず事前に知っておく。そしてそれを車で行く
のか、徒歩で行くのか。車で行ったらたぶん
どうなるんだろうということを想定しながら、
考えてもらいたい。
　でもそれは自宅だけです。なので、職場か
らだったらどうなのか。避難所から離れたと
ころに職場があるなら行けないので、職場近
くの避難所も知っておかないとだめです。た
ぶん従業員さんとも一次避難場所、二次避難
場所を確認されていると思いますが、そう
いったところをどう避難するかを訓練でも
やってみてはいかがでしょうか。
　一昨日地震があったので、みんな防災、防
災という意識が頭の中にこびりついていると
思いますが、実際に一週間前にわたしがここ
で防災という話をしても、皆さん誰も聞かな
いです。これって不思議ですが、でも、災害

は忘れたころにやってきます。皆さんは車の
保険に入っていますよね。例えば医療保険も
入っていますよね。これは車の保険は確立は
どれくらいだと思いますか？　わたしも車に
ぶつけたことは若い時に一度しかありません
が、それでも払い続けています。それと同じ
で、それよりもっと確率が高いと思います、
皆さんがこれから災害に遭う確率は。ですか
らぜひ保険に掛ける以上に防災に興味をもっ
ていただきたい。今はネットをみればいろん
な話が出ていますので、ぜひＡＩにでも聞い
て、自分がどうするべきかを一度調べてみて
いただきたい。
　自分を守ったら、次は家族です。家族との
連絡を必ずできるように。今はネットもつな
がりやすくなっているでしょう。災害ダイヤ
ルなどいろいろな方法があります。フェイス
ブックで自分は元気だと入力するとみんな友
達に教えられるようになっています。そう
いった意味でも家族の方とも保険をかけるく
らいならこっちの方が大切。ぜひ話し合って、
災害の準備を家庭でも会社でもすることをぜ
ひやってみてください。
　必ず１週間以内に来なくても、あと10年、
15年には必ずまた来ます。₃、₄回はマグニ
チュード₇くらいの地震はきています。この
間は3.11、その前は三陸はるか沖、その前
は十勝沖など。そういった意味でもマグニ
チュード₇クラス、震度₆強、₇の地震は来
ます。するとまた津波も発生する可能性もひ
じょうに高いですので、ぜひ皆さんこの機会
にいろんなことにチャレンジしてみてくださ
い。

― ₄ ―

「取 材 の 思 い 出 か ら」

松　林　拓　司　さん

　　　　　　　　東奥日報の松林です。
　　　　　　　　前回の卓話で切り札を出し
　　　　　　　てしまったので、今日は記者
　　　　　　　時代の取材からいくつかお話
　　　　　　　ししたいと思います。
　略歴はご覧の通りですが、この中で2001年

社会部時代に光星が甲子園でベスト₈まで進
んだ時の取材をしました。実はこの年は₅月
に武富士事件が発生しました。ガソリンを事
務所にまいて火をつけ₅人死亡₄人重軽傷と
いう大事件でした。例年だと新人記者に春の
地方大会で野球取材を経験させて鍛えるんで



すが、この事件に多くの記者が投入されたこ
とでそれができずに、たまたま私が野球に詳
しかったので県大会からずっと甲子園ベスト
₈まで１カ月以上野球漬けになった楽しい記
憶です。この時の光星は後に楽天に入った松
崎君が背番号₉のエースで活躍し、地元出身
の背番号１の大野君はけがで少ししか投げら
れなかった、という大会でした。八戸支社に
は2023年11月着任なので、その時から八戸
ロータリークラブにお世話になっています。
　まず入社１年目に体験取材でパラグライ
ダーをやりまして、運よく浮かんでしまい、
はまってしまいました。この飛んでいる写真
は私です。登録証というのは、日本航空協会
から発行されているもので、インストラク
ターが付いていなくても自分の判断で飛べる
「パイロット」の証明書で、もう一つは、イ
ンストラクターをサポートする助教員の資格
です。仙台まで行って試験を受けました。30
歳ちょっとまで続けましたが、忙しくなって
それからは飛んでいません。余談ですがパラ
グライダー仲間に、戦国武将の石田三成の子
孫の方がいました。というのも三成の二男の
重成が津軽藩に逃れてきて杉山源吾と名乗り
家老を務めたのがルーツです。
　次にリチャード・ロングというイギリスの
現代美術家で、「歩行」を通して自然と人間
の相互作用をテーマに作品を作っています。
芸術への貢献で2018年にナイトの称号を得て
いますが、ナイトというとベッカムやポー
ル・マッカートニー、ミック・ジャガー、ア
ンソニー・ホプキンスなどで、この顔ぶれを
見てもすごいアーティストだと分かると思い
ます。取材は1997年ですが、確かベネッセが
瀬戸内の直島にロングさんを招待し作品制作
を依頼した流れで、アテンドしたフジテレビ
ギャラリーが、ロングさんが白神山地に大変
興味を持っているということで、当時の県立
美術館準備室の学芸員に相談が来て、その学
芸員と仲良くしてたので私に相談が入った、
という流れです。というのも当時、白神山地
のコア部分に入るには環境省の許可が必要で、
学術研究か取材報道が目的でなければダメで

した。それで、こんな面白いチャンスはない
と、書類を作って上司の了解を取って実現し
ました。上司からは、何でそこまでしなけれ
ばいけないのかとかなり難色を示されまし
が、世界的なアーティストを独占取材できる
機会だと説き伏せて、責任は私がとると啖呵
を切りましたが、まだ雪深い₅月末の白神に
たった一人で₈日間入るということは、足を
滑らせて滑落したとしても助ける人もいない
わけですから、かなりリスキーではあったわ
けで、無事に予定通り下山してきてくれた心
底ほっとしました。その時に作品を数点作成
しましたが、それが世界で最初に発表された
のがファッション雑誌のイタリア版「ヴォー
グ」です。その一つをとっても注目度の高さ
が分かると思います。この時の作品はその後
県美に所蔵されました。ちなみにロングさん
は2013年に県美の企画で種差海岸も歩いてい
てその作品も所蔵されています。
　次に「はやり歌　人もよう」という本を東
奥日報が2007年に発刊しました。錚々たる顔
ぶれが並んでいます。巻頭にあの阿久悠さん
が文章を寄せてくれています。記者10数人で
手分けして取材しましたが、私はこのうちの
₄人を担当しました。そのうちの一人が新沼
謙治さん「津軽恋女」です。歌詞に「津軽に
は七つの雪が降るとか。粉雪、つぶ雪、わた
雪、ざらめ雪、みず雪、かた雪、春待つ氷
雪」という印象的なフレーズがありますが、
これは太宰治の小説「津軽」からとったもの
です。「津軽」の扉、本文が始まる前のペー
ジに出ていて出典として「東奥年鑑より」と
あります。東奥年鑑は弊社が長年出している
ものですが、東奥年鑑1941年版の54ページ
「気象の常識」の中に「積雪の種類」として
七つの雪が紹介されていて、それを太宰が
「津軽」に引用した、というわけです。それ
とこの歌は作曲も本県絡みの驚くべきエピ
ソードがあります。大倉百人さんという元ア
イドルグループの方の作曲ですが、ＮＴＴが
北海道への無線中継所として平舘に建てた高
さ89メートルのコンクリートの塔がありまし
た。マイクロ波通信から光ファイバー通信へ
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の技術の移り変わりにより中継所は2001年に
閉局。築46年、2024年夏に解体されて、今は
残念ながらもうありません。この塔は1978年
に完成しましたが、着工から完成までの約20
分の映像があって、大倉さんの知り合いのＮ
ＴＴ社員から映像用の曲を頼まれて作りまし
た。タイトルは「津軽の塔」です。大倉さん
は「映像は素晴らしかった。きらめく津軽の
海、春の美しい花々、見たこともない猛吹雪
の中で塔ができあがっていく映像に感動し
た」と取材で話してくれましたが、その後、
あるプロデューサーから新沼謙治へ曲を書い
てくれと頼まれて、演歌はかけないと断った
が、演歌じゃなくてもいいと泣きつかれて、
でも結局書けなくて、「これなら何とか新沼
の線かな」と渡したのが「津軽の塔」でした。
この曲はＮＴＴ社内用で、表に出たわけでは
なかったので問題なかったということです。
まさに歌に物語あり、でした。
　最後に鈴木キサブローさんという弘前市出
身の作曲家です。御覧の通り、みなさん良く
知っているヒット曲を数多く手がけていま
す（Ｈ2Ｏ「想い出がいっぱい」、渡辺徹「約
束」、近藤真彦「大将」、徳永英明「輝きなが
ら」、TUBE「ベストセラー・サマー」、高
橋真梨子「for you」、三好鉄生「涙をふい
て」、沢田研二「酒場でDABADA」など）。
実はキサブローさんは母子家庭で、子供のこ
ろは生活保護を受けて何度か死ぬんじゃない
かと思ったくらい超貧乏だったそうです。音
楽・ギターが心の支えで、自分にはギターし
かない、という覚悟で夢中に弾いていて中卒
で社会に出るつもりでしたが、その頃に母が
手に職をつけ、高校だけは出てほしいと懇願
され弘前南高校へ進学しましたが、音楽で生
きると決めていたので高校時代はディスコと
か夜の店で演奏活動をしていました。卒業し
て念願の上京、ＢＢキングに憧れてブルース
バンドめざしますが、仲間が「こんなブルー
スバンドがデビューするらしい」とデモテー
プを持ってきて、それが憂歌団だったそうで
す。自分がやりたいことを、ものすごいレベ
ルでやっている、とブルースバンドは諦めて、

ギターの腕には自信があったのでギタリスト
になります。写真は岡林信康のバンドの時で
すね。そのほかにも、あべ静江、布施明、中
村雅俊、ちあきなおみなど当時の流行歌手の
バックで活躍しました。ある時、あるアイド
ルの新曲の録音があって、スタジオで準備
していると遅刻してきたギターの若者がい
て、音合わせもそこそこに「本番いきます」
とか態度がでかい。何者と思ったけど、想像
絶するくらいうまくて、それが直後にギタリ
ストとして大人気になる高中正義でした。２
回も大きな挫折を経験してへこんでしまった
時に、仲良くしていた作詞家岡本おさみへ相
談したそうです。「作曲家としてやっていけ
るかな」と。岡本おさみと言えば吉田拓郎の
歌、「襟裳岬」「旅の宿」「落葉」などが有名
で、「旅の宿」は蔦温泉が舞台です。岡本か
ら「大丈夫じゃない」と後押しされて作曲家
へ転身、先ほどのように大ヒット曲を数多く
生み出します。中でも作詞家大津あきらとは
「約束」「for you」「輝きながら」など180曲
以上を作ったコンビですが、彼は47歳で急死。
妻が女優の根岸季衣さんで、取材は2006年撮
影、彼女が52歳の時でした。大津さんは、つ
かこうへい劇団の音楽担当で貧乏だったけど
キサブローさんと仕事をするようになってか
ら財布に１万円札が入っているようになって、
金銭的にもプロの仕事をするという覚悟や精
神的な面でもキサブローさんには良い影響を
たくさん受けて感謝しているので取材を受け
てくれた、ということでした。
　そして最後に、キサブローさんが生んだ最
大のヒット曲は、さて何でしょう。昭和のア
イドルのレコード大賞曲です。
　中森明菜の「ＤＥＳＩＲＥ」です。1986年でし
た。時代としては山口百恵の引退後、1982年
デビューでトップアイドル。前年1985年の
「ミ・アモーレ」でレコード大賞をとって人
気はピークでした。よく知るディレクターか
らの打診があって、「明菜の曲を書いてみな
いか。締め切りは明日の₉時まで。10時か
ら選考会議だから」、と。だから、この曲は
一晩で作ったそうです。この頃のトップアイ
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ドルは新曲出すのに100曲以上集めるそうで、
レコード大賞の次の歌でハードルが高くなっ
ていて、ディレクターの耳にかなう曲がなく
てキサブローさんに声がかかりました。キサ
ブローさんは「中森の良い声質は低音から中
音。だけど同じことはしない、低音域と高音
域だけで作ろうと考え、その結果、暗い部分
の後、急にテンションが上がる、躁と鬱が同
居しているような派手な曲になった」。また、
「誰でも口ずさめる子供っぽさもいれよう」
と、それが出だしの「ゲラッゲラッ」の部分。
バックの演奏まで徹底的に作りこんだそうで
す。中森明菜さんには、ご想像の通り、さす
がに会えませんでした。

新会員卓話
「Tec to the Future未来を支えに行こう」

梅本修司さん
　　　　　　　　今年の７月１日にロータ
　　　　　　　リークラブに入会させていた
　　　　　　　だきました。株式会社ユア
　　　　　　　テックの梅本です。資料の表
　　　　　　　紙は₂年前に当社ユアテック
が創立80周年を迎えて、初めてアニメでの
CM放映に入ったその表紙になっていました。
本日は₃つのラインナップになります。１つ
目は新会員梅ちゃんの自己アピール。₂つ目
は皆さん八戸出身の方が多いと思うので、八
戸エリアのあるあるを共有。₃つ目は残念な
人間進化論についてお話ししたいと思います。
　自己紹介となりますが、名前は梅本修司。
青森県八戸市東十日市生まれです。4,450g
とかなり大きく生まれ、将来は大相撲にいく
と言われて育ちました。誕生日は1964年（昭

和39年）10月₈日生まれです。₂日後に１回
目の東京オリンピック開会式があったので、
みんなには₂回経験しているとプチ自慢して
いました。年齢は満61才、辰年です。
　生い立ちは₀才から22才まで八戸市東十日
市をベースにこのように健やかに成長しまし
た。新井田小学校、大館中学校、八戸工業大
学第一高等学校、八戸工業大学をそれなりの
成績で卒業して、東北電気工事株式会社宮
城支社 工事部発変電通信課に配属となって、
社会人になりました。東北電力株式会社様所
有の変電所関係の建設工事、除却　工事なら
びに保守メンテナンスの現場代理人として従
事していました。
　転勤歴は宮城県仙台市をスタートして、宮
城県古川市、山形県山形市、青森県八戸市、
3.11を経験したときは福島県福島市、青森県
青森市、宮城県仙台市、青森県青森市、現在
は八戸市に故郷人事で戻ってきて、65才まで
１年契約雇用でお勤めしたいと思っています。
　皆さまに貢献したことはやはりこれかと思
いますが、1997年～1998年頃にＪＲの新八戸
変電所の新設工事に携わり、完成し、それが
2000年12月１日に運用、供用開始ということ
で八戸まで新幹線が伸びた工事に携わったと
いうことが皆さまに恩恵を与えているかと
思っています。新幹線八戸延伸に伴って残念
なことは、たぶん皆さん盛岡駅で降りると特
急はつかりに乗るためにダッシュで階段を下
りないと自由席が取れない時代でしたので、
それで１位から10位までに入るように階段を
転げ落ちないように走って席を確保した方が、
たぶんここにも多々いらっしゃると思います
が、そういうことが残念な思い出です。
　幼稚園時代の武勇伝として、幼稚園時代に
近所の収穫間近な大根がすくすく育っていた
ので、畑一面の大根を全て抜いて、親が申し
訳ないということで、その土地の人に当時10
万円を払ってカバーしてくれたのが思い出で、
その事件以降、八戸弁でいう『さーぱだかも
どのゆくてねえーおんずかぶ』ということば
をお盆に帰ってくると、町内の部落の方たち
から言われた思い出があります。
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　なぜ体がこんなに大きく育ったかというと、
₃つの理由があります。理由の１つ目はわた
しは次男坊なのですが、いつも洋服が兄や従
兄弟からのおさがりで、新品を滅多に買って
もらえることがなかったので、みんなより早
く大きくなろうという気持ちがありました。
₂つ目は大食らいなので、あずきばっとやか
ぼちゃかいこ、ねごまんま、夏になると缶の
練乳をなめったり、かき氷にかけたりしなが
ら食べてました。納豆にも砂糖をまぶしなが
ら食べるのが好物でした。
　₃つ目の理由としては、わたしはお願い上
手だったので、町へ買い物やお祭りに行くと、
皆さんご存じだと思いますが、板橋食堂の稲
荷付のラーメンだったり、緑屋やマルマツの
地下街にあった、今は美術館の隣にあります
が、正華のみそラーメン、ソフトクリーム、
競争率が高く早くいかないとだめだった、三
日町通りの地下にあったマルフクのレストラ
ン、そちらで食を堪能した記憶があります。
　第₂段として、皆さん懐かしんで欲しいの
ですが、八戸のあるあるということで、１つ
は八戸ポートで、新井田川河口に建設してい
る1976年に完成した八戸大橋。八戸の皆さん
はたぶん今も八戸大橋と言わないで夢の大橋
といっても会話が通じますが、そういうこと
が今の成立しているのがいいことだと思いま
す。₂つ目は石灰石の輸送手段と走っていた
トロッコがありますが、松館鉱山（現八戸
キャニオン）から新井田のセメント工場まで
線路輸送してました。こちらはわたしが小学
校の頃にビー玉が流行っていましたので、鉄
球を線路に落としていくので、それを線路で
拾って、友だちからビー玉勝負で、負けナシ
の重い鉄球を使ってずるをしていた思い出が
あります。
　今は残念ですが、八戸にあった名物看板。
「危険だ、寄るな近づくな　メドツが出る
ぞ」という看板が2015年に用水路が埋められ
たので撤去されたのが、八戸に戻ってきて懐
かしいな、残しておいたら良かったのにと
思っていました。

　₄つ目に八戸市の東十日市の出身に大相撲
力士の三杉磯がいました。現役時代は花籠部
屋に所属して横綱輪島の付き人をしていた時
代があり、わたしの₈歳年上ですが話をした
中で、輪島の黄金期はこの黄金の左手を汚す
ことを禁止ということで、輪島関がトイレ場
に入ると弟弟子がお尻を拭くような時代だっ
たようで、自分の左手は使わないと言ってい
ました。三杉磯は現役引退後は峰崎部屋を設
立しました。当時佐川急便の会長のポケット
マネーより１億円を出してもらって、峰崎部
屋を設立してもらったとのこと。お父さんが
八戸の佐川急便に勤めていたという縁があっ
て、そういう恩恵を受けたようです。
　₅つ目は現在の八戸市民病院の新井田川エ
リア、花水河原エリア。現在の田向₅丁目辺
りに、昔は赤沼白沼がありました。ご存じで
しょうか。今はありません。その他にもスカ
イパークが全国ではすかいらーく、小泉八雲
のお孫さんが中学校の先生であったとか、朝
丘雪路、愛新覚羅彗生さんの写真が対泉院に
あるとか、松本潤のお母さんが小中野出身と
いう話も八戸にありますので、皆さんも興味
のある方は探求してください。
　最後に人間進化論ということで、わたしは
18才のときには体重65キロでした。それが今
体重102キロと大きく成長しています。30代、
40代の方は今から注意してもらって体づくり
をお願いしたいと思います。来年青森で国ス
ポがありますので、そちらにユアテックで協
賛していますので、皆さんも応援お願いしま
す。これからもロータリアンの仲間としてよ
ろしくお願いいたします。
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出　　　　席　　　　報　　　　告
出 席 委 員 会

第₃₃₇₈回例会（１₂月１₀日） 第₃₃₇₆回例会（₁₁月₂₆日）

出　席　率　　　　　　　　　₅₉．１％ 出　席　率　 　　１₀₀％ 修　正 　　　％出席率

総 会 員 数　 　　　₆₆名 出席数
₃₉名 総 会 員 数　 　　　　　名 メークアップ 名した人数

出席義務会員
₆₆名

出席免除会員
₂名

欠席数　　　
₂₇名

出席義務会員
名

出席免除会員
名 欠　席　数　　　　　名


